
平成 24 年 4 月 2 日発行

一般会計１９４億６９百万円(前年 4.9％減)、国民健康保険７３億９２百万・介護保険２７億６０百万等５

つの特別会計を加えると、総額３１０億１，４９６万円 (前年 0.2％増)の大型予算となりました。

新駅の工事負担金は 10 億 5，490 万円、前年 (２５億 7，265 万円)より大幅減となったが、美南小学校

建設・整備や新設民間保育所委託費、防災対策・除染対策をはじめ生活保護世帯の急増等、課題への

対応を図るため、財政調整基金の大部分(１１億７００万)を繰り入れての予算編成となった。

代表質問では、第５総合振興計画前期基本計画の重点テーマに沿って質問を行いました。

平成２４年度の主な新規・継続・拡充事業
学校関連 ２５年４月開校の美南小学校建設・整備、栄小・北谷小体育館の耐震補強及び大規模改修

工事。小学校(7)・中学校(3)校舎の耐震補強はすでに完了、体育館については吉川小学校のみを残

すこととなった。懸案の『学校給食センター』建て替えについては、ＰＦＩ導入調査を実施。

子育て支援 駅南に設置される民間保育園(2園)並びに送迎保育への委託及び補助。子育て支援セン

ターの拡充、コッコロに『子育てサロン』が新設される。美南学童保育室整備も。

防災・放射線対策 昨年の 3.11 の大地震・原発事故を踏まえ、吉川市地域防災計画の見直しをはじめ、

ハード面の整備を実施。食料・仮設トイレ・毛布等災害用備蓄物資の備蓄、避難所４カ所への防災倉

庫の設置、防災行政無線の増設等。また、以前より提案要請していたマンホールトイレの設置(武操跡

地４号公園・美南小)が盛り込まれた。

除染については昨年１１月の臨時議会で９千万円の補正予算を組み、第１期計画で保育所・幼稚園・

小中学校・公園の除染を実施したが、今年４月からは第２期計画として、街区公園等の除染を進める。

学校給食は、給食食材の放射性物質検査を４月より実施。

吉川美南駅関連 新駅工事負担金、駅自由通路管理委託。美南駅への新規バス路線への運行補助

金・掲示板等の設置。東口暫定駐車場管理委託・駅前自転車整理業務等。

周辺開発については、整備の検討及び土質調査を実施。

緊急雇用対策 防犯・資源ごみ抜き去り防止パトロールや駅前放置自転車対策事業等の継続実施。

公園台帳電子化業務・農業用水路管理図作成業務等を新たに追加。県の補助金を活用。

その他の事業 地域活動支援センター (障がい者日常生活支援)の運営委託、大腸がんクーポン検診

等。その他、小松川工専地区産廃業者進出に関連してダイオキシンとアスベストの測定・分析も。

２４年度代表質問
『地域防災計画』見直しのポイント、放射線物質対策(除染計画・食材検査)、新庁舎建設、治水対策、

保育所の待機児童と認可外保育施設への支援、武操跡地のまちづくり及び新駅周辺開発の事業計画と

土地区画整理事業の見通しについて、提案を交えて質問 (稲垣)。

3 月議会報告

4 月 7 日(土)午前 10 時００分～
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売
却
の
条
件
に

エ
コ
タ
ウ
ン
化
を

い
と
う

正
勝

武
蔵
野
線
の
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
新
三
郷
。
そ
の
中
間

に
吉
川
新
駅
開
業
。
縦
軸
の
骨
格

道
路
、
三
郷
・
吉
川
線
の
開
通
。
横

軸
の
吉
川
橋
掛
け
替
え
、
越
谷
・
吉

川
線
の
整
備
も
続
き
ま
す
。
大
震

災
を
受
け
て
の
新
庁
舎
建
設
な
ど

ー
百
年
の
大
計
を
固
め
る
大
事
な

と
き
を
迎
え
て
い
ま
す
。

▽
起
爆
剤
は
新
駅
と
一
緒
に
整
備

が
進
む
「
操
車
場
跡
地
」
の
活
用
で

す
。
運
輸
施
設
支
援
機
構
が
１
２
０

億
円
を
か
け
て
基
盤
整
備
。
こ
の
夏

に
公
開
入
札
、
秋
に
は
一
括
（
２
８
．

８
㌶
）
売
却
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

▽

近

隣

商

業

地

域

，
中

高

層

専
用
、
低
層
住
居
専
用
地
域
な
ど

土
地
利
用
計
画
の
区
画
を
定
め
た

上
で
の
売
却
で
す
が
、
こ
の
エ
リ
ア

全
体
を
エ
コ
・
ス
マ
ー
ト
（
環
境
未
来

共
生
都
市
）
の
実
証
モ
デ
ル
と
し
て

整
備
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

▽
新
駅
東
側
の
「
周
辺
開
発
」
や
三

輪
野
江
の
「
白
地
地
区
」
＝
産
業
ま

ち
づ
く
り
ゾ
ー
ン
。
未
着
手
の
用
地

へ
の
拡
張
、
活
用
も
視
野
に
企
業
群

が
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
―
。

▽
国
や
県
の
施
策
と
の
連
動
も
重

要
。
北
九
州
市
で
は
大
小
の
企
業

群
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
計
画
が

先
行
。
柏
市
の
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス

駅
周
辺
は
「
総
合
特
区
」
、
三
井
不

動
産
が
主
導
で
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
周
辺
開
発
」
も

エ
コ
・
防
災
・
ス
マ
ー
ト
で

こ
う
し
た
発
想
の
も
と
に
一
般
質

問
で
は
跡
地
の
一
括
売
却
に
際
し

て
は
条
件
を
付
し
て
誘
導
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
か
と
提
案
。
こ
れ
に

対
し
市
長
は
操
車
場
跡
地
は
旧
Ｊ

Ｒ
有
休
地
の
清
算
業
務
で
あ
り
公

開
で
最
高
額
の
入
札
者
が
落
札
者

と
な
る
。
条
件
を
付
け
る
こ
と
は
難

し
い
。
し
か
し
購
入
し
た
事
業
者
に

対
し
て
は
み
ど
り
や
自
然
環
境
へ
の

配
慮
な
ど
と
共
に
「
ス
マ
ー
ト
」
な
ま

ち
づ
く
り
を
と
申
し
上
げ
る
こ
と
は

出
来
る
と
思
う
と
表
明
。

▽
「
周
辺
改
革
」
な
ど
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
は
公
共
施
行
に
こ
だ
わ
ら

全体構造図
３
月
議
会
は
２
月

27
日
か
ら
３
月

22

日
ま
で
開
催
。
全

26
議
案
を
審
議
し
、

全
議
案
を
可
決
。

１
月

29
日
実
施
の
市
議
会
議
員
選
挙

で
選
出
さ
れ
た
新
人
４
人
を
含
む
20

名

で
審

議

。
改

選

後

の
臨

時

議

会

(

2/6)

で
、
正
副
議
長
、
各
常
任
委
員
会

委
員
を
選
出
。
会
派
の
構
成
は
、
自

民
・
未
来
８
、
共
産
４
、
公
明
３
、
市
民

改
革
２
、
無
所
属
３
名
。

代
表
質
問

市
長
の
施
政
方
針
を
受
け
、
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
・
放
射
性
物
質
対

策(

除
染
・
食
品
検
査)

・
子
育
て
支
援
・

武
操
跡
地
及
び
吉
川
美
南
駅
周
辺
地

域
の
開
発
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
て
い
て

等
、
質
問
を
展
開
。
（
稲
垣
）

予
算
・
議
案
審
議
３
月
１
・
２
日

市
条
例
の
一
部
改
正(

国
民
健
康
保

険
・
介
護
福
祉
・
保
育
の
実
施
及
び
保

育
料
・
職
員
給
与
・
等)

の
他
、
市
道
の

路
線
認
定
及
び
廃
止(

武
操
跡
地
・
吉

川
美
南
他)

に
つ
い
て
。
ま
た
、
24
年
度

予
算
及
び
23
年
補
正
予
算
を
審
議
。

国
保
・
介
護
福
祉
条
例
の
改
正
や
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
・
電
力
契
約

の
変
更
等(

稲
垣)

、
市
道
の
路
線
認
定

及
び
廃
止
・
防
災
計
画
・
都
市
計
画
街

路
・
環
境
セ
ン
タ
ー
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
事
業
等
に
つ
い
て
質
問
。(

伊
藤)

委
員
会
審
査

建
設
生
活
委
員
会
に(

稲
垣)

、
総
務
水

道
委
員
会
に(

伊
藤)

が
出
席
。
３
月
６

～
９
日
。
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
に
質
疑
。

議
案
―
討
論
・
採
決
３
月
14
日
。

24
年
度
予
算
に
つ
い
て
（
伊
藤
）
が
賛

成
討
論
。



吉川美南駅

Ｕ
Ｒ
・
都
市
再
生
機
構
に
よ
る

駅
南
・
美
南
地
区
の
整
備
事
業
が

完
了
。
道
路
、
公
園
な
ど
の
公
共

施
設
の
市
へ
の
移
管
も
ほ
ぼ
終
了
。

総
事
業
費
３
９
９
億
円
。
こ
の
間
国

か
ら
の
補
助
金
な
ど
市
予
算
に
計

上
さ
れ
た
関
係
予
算
は
１
０
８
億
５

千
万
円
余
。
実
質
的
市
負
担
は
２

億
６
千
万
円
余
。
吉
川
の
立
地
、
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
パ
ワ
ー
。
開
発
利
益
を

還

元

す
る
形

で
の
成

功

事

例

で

す
。同

じ
Ｕ
Ｒ
施
行
で
先
行
の
き
よ
み

野
は
市
負
担
ゼ
ロ
で
実
現
。
新
駅
・

跡
地
は
旧
Ｊ
Ｒ
グ
ラ
ン
ド
の
現
価
取

得
も
あ
り
、
事
実
上
負
担
ゼ
ロ
で

実
現
へ
。
両
脇
に
イ
オ
ン
の
商
業
群

と
ら
ら
ぽ
ー
と
の
盛
況
。
「
跡
地
」

を
核
に
こ
の
「
幸
運
」
を
更
な
る
地

域
の
発
展
と
先
端
産
業
、
事
業
の

育
成
へ
の
寄
与
、
国
運
の
隆
盛
に
結

び
付
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
―
こ

の
秋
は
一
つ
の
分
岐
点
で
す
。

ず
、
民
間
に
委
ね
る
柔
軟
な
対
応

も
必
要
で
は
な
い
か
、
と
の
問
い
か

け
に
対
し
て
は
「
周
辺
開
発
」
に
つ
い

て
は
現
在
県
と
一
日
も
早
い
着
工

を
め
ざ
し
協
議
中
だ
が
、
事
業
者

が
明
確
で
な
い
と
認
可
が
難
し
い
の

が
実
状
と
答
弁
。

レ
イ
ク
に
は
年
間
５
千
万
人
前

後
が
来
訪
。
武
蔵
野
線
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
エ
リ
ア
。
変
革
、
飛
躍
へ
の
ビ
ッ
ク

チ
ャ
ン
ス
。
発
想
・
提
案
・
総
合
力
が

必
要
で
す
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
日
立
・

ト
ヨ
タ
。
あ
る
い
は
新
三
郷
や
レ
イ

ク
タ
ウ
ン
に
進
出
の
三
井
不
動
産

や
大
和
ハ
ウ
ス
な
ど
が
主
導
し
、
地

区
全
体
が
エ
コ
・
防
災
・
Ｉ
Ｔ
の
一
つ

の
コ
ン
セ
プ
ト
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て

創
り
上
げ
る
―
。
イ
ン
フ
ラ
を
含
め

最
先
端
の
技
術
を
結
集
。
地
区
全

体
が
そ
の
展
示
場
、
「
エ
コ
、
ス
マ
ー

ト
タ
ウ
ン
」
そ
の
も
の
を
内
外
に
輸

出
す
る
―
。
そ
ん
な
夢
が
現
実
に
な

ら
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

第５次吉川市総合振興計画から

土地利用構想図

武操跡地（２８．８ｈａ）

多機能型市街地形成

（周辺開発６３ｈａ含む）

産業まちづくり地域

（工場、流通業務等誘致）

※
２４
年
度
は
10
年
間
の
吉
川
市
総
合
振
興
計
画
。
健
や
か
な
高
齢
社
会
を

目
指
す
包
括
的
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
等
総
合
福
祉
計
画
の
ス
タ
ー
ト
。
災
後
１
年
。

防
災
計
画
の
全
面
見
直
し
な
ど
大
き
な
節
目
。
実
効
あ
る
前
進
を
め
ざ
し
、

稲
垣
、
い
と
う
の
蓄
積
を
生
か
し
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。



3 月議会一般質問から

～フッ素関連最新の情報～
フッ化物応用協議会
昨年の８月よりフッ化物応用協議会が開催され、これまで４回の話し合いがもたれました

１２名の委員のほとんどが、『フロリデーション(水道水にフッ化物を添加)の安全性・有効性は認めら
れており、議論する余地はない』との立場でのぞんでいます。
市民の理解をどのように得るかがテーマですが、これまでの話し合いの経過からすると『フロリデ

ーションを推進すべき』との結論を出したいようです。
“始めに結論ありき”の協議会ですが未だ市長への報告がまとまらず、２４年度も継続されることと
なりました。審議会等を隠れ蓑にして、市の政策を誘導し都合の良い答申や報告を受け、責任逃れ
をするやり方はいい加減にやめて欲しいと思います。

集団フッ素洗口・塗布実施時のインフォームド・コンセント
一部の小学校(北谷・関・旭)と保育園で実施されている『フッ素洗口』と乳幼児検診時に行われて

いる『フッ化物歯面塗布』での説明・同意が不十分だと考えます。
インフォームド・コンセントは、「説明・理解」に基づく「合意」のいずれも欠けないことが前提です。
対象となる行為の内容や期待される効果だけでなく、副作用や合併症、代替方法等についても十
分な説明を行い、同意を得る必要があります。
現状は、虫歯予防に『有効かつ安全』のみが強調され、急性中毒の恐れ等については説明がさ

れておりません。保護者の側も、学校や保健センターでやること(勧めている)だから心配はないと判
断しがちです。また、学校などでは集団心理が働き同じ行動・判断をしてしまいます。
フッ素洗口やフッ化物歯面塗布についても、あくまで個人としてやるべきことと考えます。

昨年の１月、『フッ素洗口・塗布の中止を求める意見書』が日弁連より出されました。この中で集団
フッ素洗口・塗布は、虫歯予防の効果も薄く、安全性に問題があり、行政の施策としても違法性の
疑いがある。としています。

市はフロリデーションの推進活動をやめるべき！
水道水へのフッ化物添加は市民に対する強制、押しつけであり、止めるべきです。虫歯が減り続

けている現在、その必要性がなく、虫歯予防の方法はブラッシング等いくつもあります。

また、かならず起こる斑状歯等の副作用だけでなく、その有効性・安全性にも疑問があります。

一人が一日に使う飲料水は２ℓ～３ℓ、水道水の９９％はお風呂・トイレそして炊事に使われます。

水道水の供給事業は、市民へ安全(清浄) で廉価な水を提供するためにあります。薬品や劇物・毒

物を入れるためにあるわけではありません。

日本ではまだ実施されていないフロリデーションを、真っ先に行おうとする本当の理由は何なので

しょうか。それ程優れた公衆衛生政策ならば、国として推進すべきではないでしょうか。

フッ化物応用を市の保健歯科施策として位置づけ、市民の間に無用な心配と悲しむべき対立、混

乱を招いている市の責任は重い。 (いながき記)

編
集
後
記

被
災
地
の
復
興
、
ガ
レ
キ
の
処
理
や

高
台
へ
の
移
転
、
除
染
も
な
か
な
か
進

ま
な
い
。
港
や
道
路
、
鉄
道
等
、
イ
ン

フ
ラ
の
復
旧
・
整
備
も
。

魚
介
類
の
加
工
地
で
は
、
冷
凍
・
冷

蔵
施
設
や
加
工
場
が
な
け
れ
ば
仕
事

は
で
き
な
い
。
仕
事
が
な
け
れ
ば
、
人

は
戻
っ
て
こ
れ
ま
せ
ん
。

国
家
予
算
の
慢
性
的
赤
字
、
巨
額
の

債
務
。
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
も

進
ま
ぬ
中
、
消
費
増
税
法
案
の
議
論
が

先
行
。
生
活
保
護
受
給
者
は
２
１
０
万

人
に
迫
り
、
過
去
最
多
と
な
っ
た
。

課
題
は
山
積
み
、
し
か
も
難
し
い
問

題
ば
か
り
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ

り
、
将
来
の
こ
と
も
見
据
え
た
判
断
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
簡
単
に
は
決
め
ら
れ

な
い
こ
と
ば
か
り
。
し
か
し
、
『
決
め

な
け
れ
ば
』
前
へ
進
む
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ス
ピ
ー
ド
感
も
必
要
で
す
。

吉
川
市
議
会
も
先
の
選
挙
を
経
て

新
た
な
構
成
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

議
会
の
最
大
の
権
能
は
『
決
め
る
』
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
議
員
は
、
職
員
以

上
の
知
識
と
情
報
が
な
け
れ
ば
質
問

も
議
論
も
で
き
ま
せ
ん
。

そ
し
て
何
よ
り
大
切
な
こ
と
は
、
市

民
が
ほ
ん
と
に
望
ん
で
い
る
か
ど
う

か
で
す
。
税
金
の
使
い
道
を
決
め
る
の

は
、
市
民
で
す
。

緊
張
感
を
持
っ
て
議
論
を
尽
し
『
決

め
る
』
議
会
で
な
け
れ
ば
、
い
い
ま
ち

は
創
れ
ま
せ
ん
。

職
員
の
説
明
を
『
鵜
呑
み
』
に
し
て
、

質
問
も
せ
ず
、
た
だ
賛
成
す
る
な
ら
議

会
は
い
ら
な
い
の
で
は
。

い
な
が
き


